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地域確率雨量の経年変化 

〈業 績〉 

 近年の洪水災害を助長しているとされる降雨パター

ンの経年変化について，雨量観測点のような点的な視点

ではなく面的広がりを持つ「地域」の視点から検討した。 
 ここでは，気象・水象条件が類似する地域を対象に，

各雨量観測点における年最大雨量から対象地域内での

最大値を求めて地域最大雨量とし，これに基づいて地域

確率雨量を推定した。この地域確率雨量の経年変化を全

国 11 地域それぞれについて検討することにより，近年

の降雨パターンの変化を調べた。 
 10 年に１度程度発生する確率雨量（10 年確率雨量）

を地域別に推定した結果，確率日雨量（地域別 10 年確

率日雨量）には北海道や本州太平洋側などの 8 地域で

（図 1 参照），１時間雨量には 3 地域で，10 分雨量に

は 2 地域で増加する傾向がみられた（参考資料２参照）。 
 洪水流出には対象流域全域の降雨が関わるので，水工計画などを策定するために近年お

よび将来の降雨パターンの変動を考慮する際，地域最大雨量の概念は有用であると言える。 
〈背 景〉 

 地域を対象に検討した理由は以下のようである。 
１）水工計画などを策定する際，河川流出には対象流域全域の降雨が関わっているから，

地点雨量よりもむしろ流域規模の広がりを持った面的雨量を考慮するべきである。 
２）気象・水象条件の類似する地域では，豪雨は特定地点に限らず地域内のどこででも起

こり得ると考えられる。特に近年は，2004 年の新潟・福島豪雨や 2008 年の石川県浅野

川の水害など，これまであまり豪雨が発生しなかった地域でも豪雨災害が発生している。 
３）これまで，全国の地上気象観測点における近年 100 年程度の日雨量データを対象に，

降雨パターンの経年変化について検討してきたが，近接した観測点同士でも経年的変

動特性が大きく異なる場合があり，地域的な特性が捉えにくかった。 
※本研究成果は，筑波大学で開催された平成

21 年度 農業農村工学会大会講演会にて発

表した（平成 21 年 8 月 4 日発表）。 

＜お問い合わせ＞ 

岡山大学大学院環境学研究科 近森秀高 

（電話& FAX番号）086-251-8879 

概要：気象・水象条件の類似する各地域における確率雨量（地域確率雨量）の経年変化を検討した

結果，全国 11 地域中，本州太平洋側などを中心に 8地域で地域確率日雨量の増加傾向がみられた。

また，地域確率 1時間雨量には 3地域，地域確率 10 分雨量には 2 地域で増加傾向がみられ，四国

南部では両地域確率雨量ともに増加していることが分かった。 

図 1 地域別 10 年確率日雨量比の全国分布 

（第 1 期に対する第 4 期の比，ここに，第 1 期：1901

〜1927 年，第 4 期：1981〜2007 年） 
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〈参考資料１〉解析資料および解析手法 

 
１）観測地点：図２に示す。また，各地域における観測点数を表１に示す。 

２）評価期間：表２に示す。解析

対象データの記録長が，日雨量，

時間雨量，10 分雨量で異なって

いるため，評価期間も異なって

いる。 
３）地域分類：建設省河川砂防技術基準（日本河川協会，1997）に示されている洪水比流

量曲線の地域区分に従った。 

４）確率雨量の推定：年最大雨量にGumbel
グンベル

分布を適応し推定した。 
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 (a)日雨量（52 地点） (b)1 時間雨量（144 地点），10 分雨量（147 地点） 

 

図２ 解析対象地点と地域分類 

表２ 評価期間（西暦） 

第1期 第2期 第3期 第4期 期間長

年最大日雨量 1901-1927 1928-1954 1955-1981 1981-2007 27年
年最大1時間雨量 1951-1969 1970-1988 1989-2007 - 19年
年最大10分雨量 1961-1976 1977-1992 1992-2007 - 16年

 

 

表１ 各地域の観測点数 

北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿
紀伊
南部

瀬戸内 山陰
四国
南部

九州・
　沖縄

年最大日雨量 6 5 6 5 6 4 1 4 4 2 9
年最大1時間雨量 22 16 12 13 13 6 3 10 11 6 32
年最大10分雨量 22 16 13 13 14 6 3 10 12 6 32
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〈参考資料２〉地域別 10 年確率１時間雨量（図 3）および 10 分雨量の経年変化（図 4） 

〈参考資料３〉確率雨量の連続的経年変化 

 図 5 は，全国における 10 年確率日雨量の変化を示している。この図では，各年の 10 年

確率日雨量を最初の評価期間（第１期，表２参照）の確率日雨量で除してその比率を各地

域について求め（10 年確率日雨量比），これらの平均値，中央値を全国代表値としてその

経年変化を示している。いずれも 1950 年代

に大きく増加しており，その後も漸増してい

ることがわかる。このことから確率日雨量は

全国的に増加傾向にあるといえる。 
 同様の検討を確率 1 時間雨量および確率

10 分雨量について行った結果をそれぞれ図

6 および 7 に示す。 

図 3 地域別 10 年確率１時間雨量比の全国分布（第 1

期に対する第 3 期の比，ここに，第 1 期：1951〜1969 年，

第 3 期：1989〜2007 年） 

図 4 地域別 10 年確率 10 分雨量比の全国分布（第 1

期に対する第 3 期の比，ここに，第 1 期：1961〜1976 年，

第 3 期：1992〜2007 年） 
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図 5 10 年確率日雨量比の全国平均値，中央値の経年変化 
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図 7 10 年確率 10 分雨量比の全国平均値，中央値の 

経年変化 
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図 6 10 年確率 1時間雨量比の全国平均値，中央値の 

経年変化 


